
１　応募者 （※印は必須項目）

ふりがな※

氏名※

メールアドレス ※

住所地

２　応募内容

※各募集テーマの詳細は、本エクセルファイル中の別紙ワークシート若しくは募集チラシ裏面をご確認ください。

県民提案　応募様式

みえ　たろう
ご連絡先
電話番号 ０９０－ｘｘｘｘ－ｘｘｘｘ

三重　太郎

mie_taro@mie.ne.jp
年齢

三重県職員、三重県議会議員、法人及び暴力団関係者（暴力団員による不当な行為の
防止等に関する法律（平成３年法律第77号）に規定する暴力団をいう。）に該当しません
か？　※

注１）「メールアドレス」については、三重県の担当部局から、ご提案内容等の確認をとらせていただく場合がありますので、普段お
使いの日常的に使用しているメールアドレスを必ずご記入ください。また、「ご連絡先電話番号」もご記入いただける方は、日中に
連絡の取れる電話番号を記入してください。

注２）グループでのご応募の場合は、「１ 応募者」欄に代表者の情報を記入してください。

注３）応募者の個人情報については、三重県個人情報保護条例（平成14年三重県条例第１号）等の規定に基づき、適切に処理
します。

応募する項目 ※　　（下記の中からどれか１つを選択してください）

該当しません

三重県内 日本国内 日本国外

出会いの機会の創出

男性の育児参画の推進

子育て中の方がより利用しやすい公共インフラに
するための方策

若年女性が三重で働きたいと思う魅力ある職場
づくりの方策

若年女性や子育て中の女性が働きたいと思う
企業のPR方法

女性が働きやすい環境づくりに向けて、経営者層
や男性の意識を変えていくための方策

農林水産業における働く場の確保・創出に向けた
収入確保や労働環境改善につながる方策

高校での地域産業を担う人材育成のための
キャリア教育推進

県外在住者が三重への「Ｕ・Ｉターン就職」を身近
に感じる効果的な”きっかけづくり”の手法

移住希望者と地域の人々との交流促進

地方移住等のための空き家の利活用促進策

地域の若者が地域コミュニティ活動に参画しやすく
なる新しい方法

”三重県南部地域に関心を持つ人びと”の「助けた
い」と、三重県南部地域の「困っている」をマッチン
グして地域活力向上へ！

その他 自由提案

10代以下

70代以上

50代

60代

30代

40代

20代

外国人住民とのコミュニケーションの円滑化に向け
た取組

特殊詐欺から高齢者を守る取組

祭り等の無形民俗文化財の保存・継承対策

三重ならではの持続可能な観光地づくり

大都市圏等での効果的な県産品のＰＲの手法

応募される方の基本情報に

ついて記載してください。

以下の項目の中から、応募される項目を

選択し、チェック☑を入れてください。

県内ものづくり企業等の競争力強化に向けたＤＸ
の効果的な活用支援策

記 入 例



提案・アイデア
の名称 ※

提案・アイデア
の概要※

（200文字以内）

提案・アイデア
の詳細※

３　その他（上記項目以外でお伝えしたい内容がある場合は、自由に記載してください）

備考欄

【応募様式の送付先】

（１） 電子メールによる場合　　　　　　　zaisei@pref.mie.lg.jp　あて

（２） 郵送による場合　　　　　　　　　　　　〒５１４－８５７０　三重県津市広明町１３

三重県総務部財政課　予算班　あて

（裏面）

・提案・アイデアの内容を簡潔に表現するネーミングを付けてください。
（例）「●●・・・事業」「〇〇・・・プロジェクト」「△△△・・・プラン」など

・「提案・アイデアの目的」、「提案・アイデアの対象（ターゲット）」、「何をするか」がわかるよう、
提案・アイデアの内容を大まかにまとめたものを記入してください。

・詳細な内容については、下段の「提案・アイデアの詳細」欄に記入してください。

・「提案・アイデアの概要」の詳しい内容や、補足説明等を記入してください。

・提案に至った現状、課題、背景（どうにかしたいこと、よりよくしたいこと、世の中の問題）など、
ご自身の体験や考えに基づくリアルな声をお聞かせください。

・提案・アイデアが複数の取組（プロジェクト）案で構成されている場合は、可能な範囲で結構で
すので、各取組ごとの内容を記入してください。

　【記入例】
　　①●●●を対象にした啓発　　（内容）・・・
　　②×××を対象にした研修会の実施　　（内容）・・・
　　③△△△にかかる資機材の整備　　（内容）・・・

・応募いただいた提案・アイデアが実現すると、どのような効果があるのか、どのように課題が解
消されるのかについても記入してください。

ご提案いただいた事業は下記のような視点で審査させていただきます。

ア 必要性

・社会情勢の変化等により、県民や社会のニーズが高まっているか

イ 具体性

・具体的な事業を伴う提案となっているか

ウ 事業の効果

・提案事業を行うことで、県民に対して大きな効果が見込まれるか

・県内に広域的に効果が波及するものであるか

エ 手段の有効性及び効率性

・現状や課題がしっかり分析されており、その解決策としてふさわしいものであるか

・事業規模、水準、手法は適切なものとなっているか

・想定される業務量が過大ではないか

オ 実施主体性

・県が実施主体として取り組むべき事業と認められるか

・県が担うべき広域性、先進性があるか

カ 緊要性

・令和５年度に直ちに事業に取り組む必要があるか


